
人口減少下において１人当たりの生産性の向上
を図ることは、我が国経済にとって重要な課題。

世界１のブロードバンドを活かしきれていない

（障壁の炙り出し）

「ネットワーク力」に重点を置いたパラダイムシフトが必要
（戦略＝パラダイムシフトを起こすこと）

製造業に比べ、サービス産業が低水準

大企業に比べ、中小企業の生産性が悪化

７割の企業はソフトのカスタマイズを選好

人、資金、ノウハウの乏しい中小企業は、
社外システムとの連携割合が低い

にもかかわらず、生産性は他国に比べ低水準

通信投資は１割を占めるのみ
ソフトウェアなどシステム投資が９割

情報通信審議会 答申（案）～「ICTによる生産性向上戦略」～

「ＩＣＴによる生産性向上戦略」
－「共通基盤」となる３つの重点分野－

◎ ASP・SaaSの活用（最重要）

１．認知度の向上－公益法人認定の活用 、白書作成、成功事例の公表等

２．行政や医療等における徹底活用－認定に分類を設定、活用方策の提示 等

３．世界最先端のASP・SaaS市場の整備

① 次世代ネットワーク（NGN）の認証・課金機能の公正競争確保

（外資系事業者の参入も促進し、我が国ASP・SaaS市場をウィンブルドン化）

② 企業の国内拠点と海外拠点をつなぐASP・SaaSのグローバル需要の喚起

③ 事業立上げ期のASP・SaaS事業者支援

○ 企業ディレクトリの整備

１．電話番号を基にネット上の企業台帳（「企業ディレクトリ」）を整備、以下を実現。

① 業種業界横断で利用できる企業ディレクトリ

② 企業ディレクトリによる複数の企業システムの相互連携の一元的な媒介

③ 多重入力の手間の省略

④ 多くのID・パスワード管理を不要とするシングル・サイン・オン

２．2010年度の実用化を目指し、2008年度から「ユビキタス特区」事業で開発・実証に着手

３．国際標準化されている電話番号を基に、企業ディレクトリをアジア等にも展開

○ 場所コードの構築－実社会の企業活動をネットワーク上で可視化

１．物流、資産管理、移動支援、広告など、場所の把握が生産性向上に寄与すると期待さ
れる業務分野において、場所の利用者のニーズに応じた「場所コード」を新たに構築

ー 郵便番号や住所だけで特定できない、公共空間や施設内の場所を特定

２．2008年度から推進する「ユビキタス特区」事業でメリットを可視化

３．国際標準化に向けた取組みを推進

資料３０－３－１


	スライド番号 1

